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1996 年の第 14 期中央教育審議会答申の中で，「地域教
育連絡協議会」や「地域教育活性化センター」という名
称を用いて地域ぐるみの教育の大切さが盛り込まれた1。











































































































Y 中学校区でも X 中学校区とほぼ同様の目的の規定があ
り，ほぼ同様の人員で構成されている。 
 

















































それが，2004 年 1 月 17 日，校区の中学校体育館にお


















































































































































































































32 個，白菜 30 個，バナナ 30 房，グレープフルーツ 5 個
























ャンペーン実行委員会主催による「第 10 回 I 地区クリー















するため，地域の 2 小学校児童会代表・Y 中学校生徒会
代表と地域教育協議会の役員がコミニティーセンターに
集まって地域の様々な問題について話し合っている。
















校 5 日制となった 2002 年度からである。子どもたちが主
体的に休日の過ごし方を考え，人と人とのつながりの中
で楽しい休日を過ごして欲しいと願って始まった。各月












































































































































































































































































































第 1 回 5 月 11 日（土） 約 100 名 
第 2 回 5 月 25 日（土） 約 100 名 
第 3 回 6 月 8 日（土） 約 120 名 
第 4 回 6 月 22 日（土） 約 130 名 













実施対象は X 中学校区と Y 中学校区の 2 地域教育協議会
とし，期間は 2009 年 10 月 15 日に X 中学校区地域教育
協議会，11 月 7 日・16 日・18 日に Y 中学校区地域教育
協議会に依頼した。X 地域では 38 名，Y 地域では 25 名









い 1 年目～2 年目は 36 人（57.1％），3 年～4 年は 10 人
（15.9％），5 年～10 年は 16 人（25.4％），10 年以上は 1








































































































が 14 人の合計 19 人（30.2％）と低く，否定的な意見は
「あまり当てはまらない」が 27 人，「当てはまらない」










































































































































































































































































































































































































































































l.htm（2010 年 1 月 9 日）。 













域の教育改革』（解放出版 2000 年 82 頁）を参照。 








ログラム」1999 年 4 月。 
http://www.pref.osaka.jp/kyoisomu/programn.htm（2009 年 5















7 地域教育協議会は,初年度 162中学校区,2001年は 88中学
校区,2002 年は 84 中学校区に設置された。補助金の額は, 





か』明治図書 2006 年 105 頁。尾上良宏執筆。 

















10 T 市地域教育協議会事業実施要綱第 2 条の 3。 
11 T 市事務事業評価表（2008 年度実績分）地域教育協議会









ある。2009 年度補助事業分 14,261,000,000 円,委託事業分
3,404,000,000 円であり,学校支援地域本部は 2225 箇所,
実行委員会1800市町村,運営協議会65地域となっている。 
http://www.nier.go.jp/jissen/syakaikyouikuka/090114/gakkou














ーフティーボランティア」に加え,2005 年度からは T 市
の全小学校に警備員が配置され,学校への人の出入りの
管理や,安心で安全な学校・地域づくりに貢献している。 
16 X 中学校区地域教育協議会広報誌 2004 年 2 月第 5 号。 
17 2004 年 1 月 6 日 X 校区の公園で起こった事件である。
事件の通報を受け緊急職員会議が開かれ，校区のパトロ
ールや集団下校が行われた。その様子は NHK ニュース
や 2004 年 1 月 7 日の産経新聞にも報道された。 
18 X 中学校区地域教育協議会「X 中学校区地域教育協議会
だより」第 5 号，2004 年 2 月。 











メント フォ キッズ』東山書房，2003 年 110 頁。 
24 X 中学地域教育協議会「すこやかネット」2006 年 9 号。 
25 ｢のびのびサマースクール IN かしだ」という宿泊キャン
プはＫ小学校と K 小学校 PTA が主催するもので，Ｘ中
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た。このフェスティバルは，「ナインフェスティバル」
と改名して，2006 年 11 月 4 日には 3200 人もの参加者が
 
ある地域の一大イベントとなっている。 
27 X 中学校区地域教育協議会「すこやかネット」第 9 号 
2006 年。 




30 Y 中学校区地域教育協議「Y 中学校区地域教育協議会だ
より」№14, 2005 年 1 月 15 日。 
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32 Y 校区地域教育協議会「Y 校区地域教育協議会だより」
№14, 2005 年 1 月 15 日。 
33 http://www.city.takatsuki.osaka.jp/ （2009 年 12 月 13 日）。  
34 Y中学校区地域教育協議会だより№6, 2002年 7月 13日。 
35 Y 中学校区地域教育協議会「総会議案書」2005 年度 
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38 同上 №2, 2001 年 2 月 7 日。 
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もの』黎明書房 2006 年 187 頁。 
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44 X 校区の X・Y 中学校区の総合的な学習の代表的なテー
マを見ると小学校 3 年生「わが町探検」，4 年生「環境調
査隊～水・ごみ」，5 年生「お米と文化」，6 年生「世界
の中のわたしたちの命～世界の平和を考える」（2008 年










45 Y 地域教育協議会「Y 中学校区地域教育協議会便り」 
№6, 2002 年 7 月 13 日。 
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年もコミュニティセンターで 7 月 27 日に開かれ,約 30
名の参加があった。「2009 年度総会議案書」Y 中学校区
地域教育協議会，2009 年 6 月 20 日。 
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http://www.mext.go.jp/a_menu/01_1/08052911/004/002.htm
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（受理日： 2010 年 2 月 26 日） 
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